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lエッセー｜
「色気より食い気」

松村医院

院長松村寿太郎

俗に色気より食い気という。現代風に言い 植物と動物におけるこの食と性の周期を半

換えれば、性生活より食乍活といったとこ 年ずらした神の働きは、正に自然界の妙で

ろか。この地球上いかなる摘物も動物も、 あると言えよう。

親の性生活により自分から頼みもしないの 動物の中でも、ではヒトはどうかという

に生まれてくる。生まれた間体は日々食生 と、幸か不幸かヒトは一年中発情期となっ

活を常んで成長し、身体を維持し、やがて てしまった。日本には、 「性欲の春」という

本能と言われる形で性生活に励み、新しい 言い方はないが、「食欲の秋」という古人の

生命を作り、自身は絶えていく。地球上に 言葉があることからすると、 一年の季節の

生命が誕生して以来脈々と続いてきたこと 中でも、秋がもっとも食の進む季節なのだ

である。 ろう。

柄物が食生活を営んでいるという実感は 動物の食生活の方はどうかと言えば、こ

なかなか湧きにくいが、森ヘ行って木の幹 れも各々の種ごとに誠に巧妙な仕方で、営ま

に聴診器をあててみれば＼根元の方から勢 れている。動物と植物を含めた自然界の生

いよく水が吸い上げられて昇っていく流れ 物同士は、食物連鎖というパ葉が示すよう

の音を聴くことができるという。植物の性 に、お互いに食べ合って各々の問体、種を ・

生活というと、これまたイメージが湧かな 維持している。その生態系をヒトが破壊す

いかもしれない。植物の種類により方法こ るために絶滅の危機に瀕している生物の話

そ異なるが、巧妙な仕掛けで、雌しべと雄 が時に話題に tがる。動物の生活の大半は、

しべが結合することのより、新しい生命が 自身の食のために費やされている。

作られる仕組みは、小学校の理科で教わる。 日本は今、飽食の時代と形容される程、

多くの植物にとって、春から夏にかけてが 食物があふれでいる。しかし、その用意さ

主として食が行われる時季であり、秋から れた食物の内容となると、いろいろと問題

冬にかけてが七として性が営まれる時季と 点が多い。また、 f衣食足りて礼釘jを知る」

なっている。 という言葉を古人は作り出したが、食午ー活

動物の性生活も、植物のそれとおなじく という 言葉はあっても、衣生活とか住生活

年一回周期のものが多いが、植物における という言葉は存在しない。ヒトの't活の巾

春は食、秋は性という周期とは逆に、春が で、 H々 の食生活が貧弱では閃る。不景気

性の時季のものが多い。春になると発情期 の風が吹いて、生活費老切り詰めなければ

を示す動物の存在は子供でも知っている。 ならなくなった時には、ヒトは他人の目に
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一岳よく見えない食を倹約する。

生物にとって、食乍活が一口たりとも欠

かせないことは、 d伝子の日南乳を休めないこ

とからもわかる。ヒトは今その食生活をで

きるだけ来に済ませようとする向きがある

が、自身、のど（II同頭）の病を患ってみる

と、栄倍、つまり口を通しての食生活がいか

に大切なことであるかがよく理解できる。

問休の維~·.r-には、正に何をもってしでも、や

はり色気より食い気なのである。
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！平成 16年 3月度定例理事会｜

日時：平成 16年3片9日（火） 19 : 30～ 

場所：光市院師会事務局

I.報告事項

①第4回光市医師会介護保険研究会

(2/18：河村理事） 資料 l

②医師国保組合通常組合会 資料2－①

医師互助会支部長会議 資料2－②

(2/19：前回会長）

③[J[j島英利候補講演会 ・激励会 資料3

(2/22：河村次期医師連盟執行委員）

④光市計画策定協議会

(2/25：河村次期会長）

⑤第 147回山口県医師会代議員会（選挙）

(2/26：河村次期会長） 資料4

⑥周南地域救急医療対策協議会

(2/26：前回会長）

⑦周南地域リハビリテーション協議会

(3/4：河村理事） 資料5

③県民公開講座（ジ、ヨンQ上映会）

(3/7：河村次期医師連盟執行委員）
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資料1 第4回光市医師会介護保険研究会

（河村）

日時：平成 16年 2月 18日（水） 19 : 00～ 

場所：光商工会館

「家庭で出来る理学療法」

講師 リハビリテーション疾療研究所

理学療法士 大谷道明先生

「何度曲がる」 「何メートル歩けるJとい

う医療的な盤藍と生活の場で何が出来るか

という能力の違いの説明に始まり、患者を

訓練人生にせず、日常の場でのリハビリ（生

活リハピ、リ）の一端を短い時間の中で判り

易く説明していただきました。実技指導で

は、 一人でできる患者の移動の仕方を学び

ましたが、ひねりを加える事で簡単に向き

を変えることができる状態はあたかも柔

道 ・合気道の相手の力を利用するものに相

⑤光市国民健康保険運営委員会 通ずるものがあるように見えました。

(2/12：佃理事） 資料6

lI.協議・承認事項

①3月度光市医師会月例会と学術講演会

について（前間会長 ・山本理事）

②小児インフルエンザ予防接種公費補助

について（市凶符）（前回会長）資料7

③産業医交代について

（光武理事）

④改定診療報酬説明会について

（松村副会長・佃理事）

⑤旧瑚事引継ぎ事項など

（各理事） 資料8
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資料2－①医師国保組合通常組合会議

（前回）

日時：平成 16年 2月 19日（木） 15 : 00～ 

場所：県医師会館

提出議題

1.山口県医師国民健康保険組合給付費等支

払い準備金の処分について

2.平成 16年度山口県医師国民健康保険組

合事業計阿について

3.平成 16年度山口県医師国民健康保険組

合歳入歳出予算について

平成 15年度の県医師国保組合の収支は、

保険給付費並びに老人保健拠出金及び介

護給付金の増加に伴い、平成 13年度より

赤字となっている。このままでは、 16年

度の予算編成は組めない。従って、不足

分を補填するために、保険料を上げず、

給付費等支払い準備金を取り崩す。将来

的には保険料老上げるか、賦課給付令を

抑えざるを得ないであろう。

とのことを踏まえた上で 1.～3.議案のす

べて議決された（詳細は県医師会法に娼

載）。

資料2－②山口県医師互助会支部長会議

（前回）

日時：平成 16年 2月 19日（木） 16 : 00～ 

場所：県医師会館

提出議題

1.平戚 16年度山Li県医師互助会事業計両

について

2.平成 16年度山口県医師互助会予算につ

いて

会費、災害見舞金、弔慰金、傷病見舞金、
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院事紛争対策援助金、退会金に関し、す

べて会則通り（詳細は県医会報に掲載）

変更なし。

資料3 西島英利候補講演会 ・激励会

（河村）

日時：平成 16年 2月22bl (F-l) 

場所：徳山医師会館

山口県医師会長、徳il 1医師会長、 下松医師

会長、光市医師会長、得市の若手医師の会

代表、など出席のもと、西島英利候補の参

議院選挙ヘ向けての決意と思いを聞いた。

さらに、激励会となり、ガンバロ一三唱で

打ち上げとなった。
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資料4 山口県医師会代議員会

（河村佃）

日時：平/J父16年 2J J 26日（木） 15 : 00～ 

場所： 1-L1U県民師会館

＜選挙＞

選準はすべて~nの候補で、承認のみで、あっ

た。

j投民 fftJI長 £1~ （下関市）

同l/J品以 武内節夫 （下松市）

ノ4 i 2て I接原淳（すなお）（山口市）

副会長 木下敬介 （長門市）

上回尚紀 （防府）

E型’H 正木康史 （岩国市）

小田悦郎 （宇部市）

佐々木美典 （山口市）

（よしみち）

i見山幸雄 （~Li口市）

同忠雄 （山口市）

二三h持 修 （防府）

杉山知行 （防府）

i筑本史明 （育雨）

占木正博 （下関市）

弘山南滋 （下関市）

加藤欣士郎 （ド関市）

i河村公一 （小野田市）

同LII豊秋 （徳山）

) F上裕て （山口大学）

院事 百柳龍平 （豊浦郡）

山本貞存（萩市）

（さだひざ）

小山消彦 （山口市）
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資料 5 周南地域リハビリテーション

連絡協議会 （河村）

日時：平成 16年3月4日（木） 13 : 30～ 

場所：胤南市徳山保健センター

作業部会報告

1.リハビリm導内放び従官丹に対する研修

会（3[Ill疏ti~n

2.地域リハビリテーション情報提供書の作

}J,父

3.平成 161il三位リハビリスタッフ研修会

（会場を変えて 6ケ所で開催予定）

※一般住民をまき込んだリハビリ研修会に

しないと怠味がないのではという意見が

あった。
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資料6 光市国民健康保険運営委員会（佃）

日時：平成 16年2Jj 12日（本） 14 : 00～ 

会場：光市役所第2委員会室

保険計代表挨拶 光市助役重岡靖彦

2004.3 

：~t速な少 f・，：~；齢化、長ヲ｜く低成長のもと、我が凶の医療保険を取り巻く情勢は大変厳し

いものになっています。 一昨年 7 月に健康保険法の一部改1Etl~が成立しまして、老人保険

医出拠出令、保険者支援制度の増設、高額医療政J~ I司 ·H；長の拡充など、同保財政基線の強

化が凶られることになり、さらに被保険者の自己負拘傾やt診療制酬の見i貰しが行われるな

ど、強い医療！~抑制策がとられているところです。 また、 ，~：；齢化がピークを迎える将来に

（ おいて、保険医療制度の暫定的な運営を確保するため、凶におきましては箆療保険制度体

系のありん＼新しい高齢布院療制度の創設、診療報酬休明の見1（（しで字、医療制度の改善策

を打ち出すことになっていますが、医療制度の改革はrlj民生活に弔要な関わりを持ってお

り、我々が安心して侠療が受けられる制度改革に向けて、私どもも微力ではございますが、

これに鋭意、力をそそいで参りたいと思っています。本日は、本diの国民健康保険事業に

つきまして、持綴のご審議を賜るわけですが、平成 16年度の予算におきまして、保険税率

の見出しを帰り込んでおります。どうかみなさんの半出なごな見をいただきながら、これ

からも健康保険事業を順調に運営できるようによろしくご協力を！！易りたいと思います。

議’・H
( l ) 、｜え成 15年度光市岡民健康保険特別会計決算見込みについて

療益給付t'lの変化（千円）

ー般 退職 老人医療t1 保険阪療fi計

平成 13年度決算 1073987 716403 996559 2786949 

平成 14年度決算 993011 744999 1057586 2795596 

平成 15年度決算 1165496 936721 867360 2969577 

(2）平成 16年度光Itj国民健康保険特別会計予算（案）について

一般 退職 老人民療t1 保険給付fxJI・

平成 16年度予算 1271600 1089200 812900 3173700 

(3）その他

介護給付費

152139 

157186 

187789 

介護給付費

229900 
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資料7 小児インフルエンザ予防接種公費補助について（市回答）（前fH会以）

光市医師会

会長前田昇一 様

小児インフルエンザ予防接種公費補助について（問答）

光世第764'.5・ 

平成 16年2月 12日

光di!之末岡泰義

平成 16年 1JJ 6日付けで提出のありましたこのことについて、下記のとおり凶答します。 （ 

一記ー

昨年のインフルエンザの猛威により、今年は新型肺炎 SARSとともにインフルエンザ予

防として、マスコミを通じてインフルエンザの予防接種を勧める報道が多くなされていま

すのまた、市としましでも広報掲載等で、高齢行インフルエンザ予防接輔の勧焚や衛生面

での注患を促しているところです。

さて、ご要望の小児インフルエンザ予防接極の件でございますが、これまで全国的に学

校での集団接種を約30年間実施した結果、流行を阻止するほどの十分な剣＇｝＊がな証されず、

健康被害の問題も生じたため、定期予防接楕からはずれた経緯がございます。現在、小児

インフルエンザ予防接禍につきましては、専門家の中でも賛否両論があると伺っておりま

す。

また、光市におきましては、昭和41年に不幸にも乳児がインフルエンザ予防接純により、

噴大な健康被害を受け、的存をもたれ、 一昨年亡くなられるという捕ましいことがござい

ました。

このようなことから、小児インフルエンザ予防岐柿につきましては、任ぷの予防接種で

あり、国や予防接賄リサーチセンタ一等の動向をみながら、慎重な対応が必要と考えてお

ります。ご理解賜りますようよろしくお願い申し上げます。

以上

（ 
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資料8 平成 16年度会務分担表（案）

新しい役員の役割表（案） です。

園 ！日区分 一一一一 ！担当理事 ！担当補佐

仁 i総務 ｜河村康明 i松村寿太郎

τ十｜庶務 ・会計 松村寿太郎 ！河村康明

[I広報
道上文和

佃邦夫、半同博、高橋秀児、山本憲男、

清水敏昭、村田雅子

「｜医療情報システム ｜｛凶邦夫 ｜山本意男、横山宏、兼清照久

[5~ ！｜山本憲男 ｜岡村健司、康回修、平岡博

f61保険 ｜兼清照久 ｜平岡博、出村健司

「｜労災 ・帥 － l兼清照久 ｜藤田敏明

「｜問一麻薬、診療情報）I佃邦夫 ｜道上対！！

「｜地域開画（救急合） 一 i光武達犬 ｜藤田敏明、清本敏昭

flOI介護保険 i丸岩昌文 ｜市川晃、河内山敬二

「｜似高齢者保健 __ ,,h岩国文 ｜田村健司、守友康則

[121~1産婦 ・ 乳幼児保健 田
！大月恭範、山手智夫

一一一ー・

~I学校保健 ｜平岡博 ｜鹿田修横山宏、 IU手智犬

「 i峨保健 ー 一 一 ｜平岡
l11iJll晃、守友康則

El~員制祉 戸J守友康問lj_ ]:f' 

河内山敬二、村岡雅子

~I医業経営（労務税制） ！兼清照久

[171治験 一一－ I山本志男 l1高橋秀児

~ i医療廃棄物 ｜焔 照久 ｜河川 敬二

「 i納税時組合 松村寿太郎 ｜清水敏昭

g 
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~＇￥成 1611: 3 )"JJ立fj例会｜

日時： 'ff戊16年3月23日 （火） 19 : 00～ 

場所：光Ifi尚－工会館

I .学術諸説i会

【特別講演（!J】

「I附眠時無｜呼吸症候群

一心不全r.Ef列を含めて一」

光iii立病院術環器 ・呼吸器内科

医長米海文雄先生

【特別講演②】

「2004年度J参政側酬改定の動向と

地域IXf/.i辿関J

2004.3 

メデイカル21 代ぷ村上佳f 先生

II.月例会

会務報告など



光市医師会報

院医歯会ゴルフコンペ成調

日時：千成 16年3月14日（日）

場所：同市カントリークラブ

阪f:L 氏名 グロス hンディ 1ネット

催日時 赤崎信正 92 18 

j~（＼倒防 枇榔義昭 102 23 

3｛立 諏訪品志 95 15 

4 f ll 横山宏 91 10 

5 ｛立 海永泰男 94 13 

6 f11f. 平岡万三志 95 14 

7｛立 森本博士 87 5 

8 ff£ 守田忠正 98 15 

9｛立 藤村朴 95 10 

IO f立 斉藤良明 111 26 

Ilf立 前回昇一 101 14 

12 f立 河崎要助 111 20 

13 f立 竹中智昭 119 27 

14 fな 兼清照久 106 11 

15 f立 丸岩昌文 133 36 

16 fな 竹中博昭 135 36 

17 f1't. 南典文 125 23 

OS j登川英一 108 

持ちハンディキャップ、問ネットは高年齢が Hな。

｜光医歯会ゴルフ同好会総会｜

Fl H!j : 'f-Ii.父16年3月 14H （日） 18: 30～ 

場所：こやま

① 役nの交代について

－会長守山忠1丘、監査藤村朴、はそのまま絞殺となった。

・ 幹・J~には、旅清照久、南 典文が新しくなった。

⑨i［：問予定は、 5月23日、 7月11日、IO月24H、12月26円。
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・・ あとがき ・

今月号でI'ti後になりました。4年間にわたりお世話になりました。4月号からは、道上先

生の担当になります。新しい医師会報にご期待下さい。（文点 ~約百）
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